
鳥 海 讃 歌 ＧＴＨ通信 第６２号 令和４年３月１日（火）大安
校長室より

自立人、克己人、友愛人

第４３期生、御卒業おめで
とうございます。本日は「大
安」、皆さんの門出を祝うに
は、最良の日です。

平成３１年４月８日に仁賀
保高校でスタートした皆さん
の３年間は、私にとっても、
「青春時代」となりました。

思い起こせば、４月１日の
赴任から、不安と期待が交錯する仁高での新たな生活が始まりました。
まずは、生徒や教職員、保護者の皆さんとの心理的な距離を縮め、意思

疎通を図るために、校長通信を発行しようと考えました。そこで、これま
での勤務校で、生徒や保護者とのコミュニケーションを補完する手段とし
て発行してきた学級通信のノウハウを活用しようと考えました。

実は平成６年度、初めて担任した矢島高校１年Ａ組の学級通信の名称は
「鳥海讃歌」、その後最後の担任となった平成２５年度、本荘高校３年Ｃ
組の学級通信まで、一貫してこの名称を使ってきました。理由は、美しく
優雅な名峰、雄々しく勇ましい霊峰を讃え、心を整えるためです。また、
秋田県教員に採用されて以来、自分が教員になった初心と目指す教師像、
さらには、これまで歩んできた教員生活で出会った生徒（一人ひとりの人
間）を忘れないためでした。
今、バックナンバーを読み返してみると、この３年間で、皆さんに語り

かけた文章の内容に改めて「責任」を感じ、自らの教師観を確認する事が
できました。この振り返りが、次年度以降の学校活性化に結びつくように
したいと思います。

大体育館後方に掲げられた巨大な扁額には、本校の校訓が堂々と力強く
表現されています。書家後藤竹清氏の作、第６期卒業生が寄贈した扁額で
す。
校訓額は通常体育館の前面に掲げられます。しかし、本校の場合は、相

当大きな扁額のため、前面に設置できなかったと推測されます。全県下で
校訓額が後方に掲げられている学校は、ほとんどないかも知れません。
私は、儀式や全校集会などで皆さんが集まった時、校訓に表現されてい

る「三人の人格」が、後方から生徒諸君にエールを送り、支えていると解
釈しています。すなわち自立人（じりつびと）、克己人（こっきびと）、
友愛人（ゆうあいびと）と化して現れ「世の光なる人たらむ」ために学ん
でほしいと願い、いつも皆さんの背中を押して導いているのです。

これまで壇上で挨拶する度に、皆さんとアイコンタクトしてきた私は、
同時に後方にある校訓を見つめて、心新たにしておりました。本校では、
卒業生に証書を授与する時、一人ひとりが壇上に立ち、保護者と来賓、在
校生や教職員に向かって晴れやかな表情を見せる、すばらしい伝統があり
ます。その瞬間に、皆さんは是非とも後方の校訓額を目に焼きつけてくだ
さい。門出を祝う扁額内の「三人の人格」が卒業生を祝福しております。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


